
以
上
、
「
宇
治
拾
遺
」
、
「
古
本
説
話
集
」
、
「
今
昔
」
、
「
雑

談
集
」
、
昔
話
の
「
わ
ら
し
ベ
長
者
」

K
つ
い
て
考
察
し
お
わ
っ
た
。

本
論
を
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う

K
な
る
。

①
，
四
書
の
説
話
集
の
な
か
で
、
本
文
が
密
接
な
の
は
「
宇
治
拾

遺
」
と
「
古
本
説
話
」
で
あ
る
。
そ
し
て
も
っ
と
も
古
い
形
を
伝
え

て
い
る
の
は
「
古
本
説
話
集
」
で
あ
ろ
う
。

②
昔
話
の
原
話
は
、
小
動
物
の
援
助
叫
婚
姻
K
よ
る
長
者
へ
の

成
央
こ
の
二
条
件
が
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
説
話
集
諸
本
は
観
音
霊
験
聾
で
あ
り
、
昔
話
は
成
年
式
語
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
民
聞
に
流
布
し
て
い
た
成
年
式
語
の
「
わ
ら

し
ベ
長
者
」
を
素
材

K
、
観
音
霊
験
謹
K
改
作
し
た
話
を
説
話
集
の

編
者
が
記
録
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
が
存
在
す

れ
ば
、
「
宇
治
拾
遺
」
、
「
古
本
説
話
集
」
、
「
今
昔
」
な
ど
の
成

立
と
そ
れ
ぞ
れ
の
相
互
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
し
、
口
承
か
否
か
も

判
明
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代

K
か

け
て
の
説
話
文
学

K
お
い
て
、
宇
治
大
納
言
隆
菌
と
彼
の
作
で
あ
る

「
宇
治
大
納
言
物
語
」
は
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

注
－
注
2
注
3
注
4
注

5

「
民
俗
学
」
折
口
信
夫
全
集
十
五
巻

「
昔
話
採
集
者
の
為
K
」

定

本

柳

田

国

男

全

集

「
昔
話
採
集
者
の
為
K
」

日
本
民
俗
学
辞
典

「
昔
話
と
文
学
」

巻

5 

謙
譲
の
補
助
動
詞
に
関
す
る

｜
｜
平
安
鎌
倉
期
の
和
文
資
料
に
よ
る
1

1

目
次
序

一
、
研
究
の
動
機
と
目
的

二
、
取
り
扱
う
語
四
作
品

K
つ
い
て

三
、
使
用
状
況
を
見
る

K
あ
た
っ
て

考
察

永

江

和

子

四
、
考
察
方
法

本
論

第
一
章
各
々
の
語
の
時
代
的
変
遷

第
二
章
各
作
品
の
謙
譲
の
補
助
動
詞

－
落
窪
物
語



浜
松
中
納
言
物
語

大
鏡

W

と
は
ず
が
た
り

結
び

D .DI 

序

一
、
研
究
の
動
機
と
目
的

平
安
期
の
作
品
K
は
「
き
こ
ゆ
」
「
た
て
ま
つ
る
」
が
、
謙
譲
の

補
助
動
詞
と
し
て
各
々
勢
力
を
持
っ
て
使
わ
れ
、
鎌
倉
期
に
は
ま
た

違
っ
た
勢
力
を
形
成
し
て
い
る
ζ

と
は
、
国
語
史
上
興
味
あ
る
事
実

で
あ
る
が
、
こ
の
事
実
は
未
だ
各
作
品

K
つ
い
て
の
調
査
が
報
告
な

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
そ
の
調
査
の
一
分

野
と
し
て
、
平
安
・
鎌
倉
期
の
作
品
四
つ
に
お
け
る
「
き
こ
ゆ
」

「
た
て
ま
つ
る
」
「
ま
ゐ
ら
す
」
等
の
補
助
動
詞
の
性
格
を
、
そ
の

頻
度
数
・
待
遇
関
係
・
上
接
語
の
三
つ
の
方
面
か
ら
考
察
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
取
り
扱
う
語
四
作
品
に
つ
い
て
、

取
扱
う
語
は
、
「
き
こ
ゆ
」
系
の
「
き
こ
ゆ
」
「
き
こ
え
さ
す
」

と
「
た
て
ま
つ
る
」
そ
し
て
後
「
き
こ
ゆ
」
に
変
わ
り
伸
長
し
て
く

る
「
ま
ゐ
ら
す
」
の
四
語
と
す
る
。
但
し
「
き
こ
え
き
せ
給
ふ
」
は
、

考
察
の
対
象
か
ら
省
い
た
。

作
品

K
つ
い
て
は
、
宮
地
幸
一
、
宮
腰
賢
の
両
氏
が
、
平
安
末
期

か
ら
鎌
倉
期
K
か
け
て
の
女
流
日
記
八
作
品

K
つ
い
て
、
吉
田
洋
子

氏
が
平
安
物
語
K
つ
い
て
考
察
な
さ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
外
か

ら
用
例
の
多
く
見
ら
れ
そ
う
な
作
品
を
選
ん
だ
。
そ
の
作
品
と
テ
キ

ス
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「

落

窪

物

語

」

日

本

古

典

文

学

全

集

「
演
松
中
納
一
百
物
語
」
日
本
古
典
文
学
大
系

「

大

鏡

」

臼

本

古

典

全

書

「
と
は
ず
が
た
り
」
日
本
古
典
全
書

三
、
使
用
状
況
を
見
る

K
あ
た
っ
て

使
用
状
況
を
見
る

K
あ
た
っ
て
、
ま
ず
文
章
を
、
地
文
・
会
話
文

の
二
つ

K
分
け
た
。
こ
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
テ
キ
ス
ト
に
従
っ
た
。

上
接
語
は
、
動
作
表
現
語
と
感
覚
動
詞
K
、
森
野
宗
明
氏
の
定
義

に
基
づ
き
私
な
り
に
区
別
し
た
。
ま
た
そ
の
各
使
用
度
数
は
述
べ
語

数
K
よ
る
。

各
語
K
お
け
る
地
文
・
会
話
文
の
傾
向
は
、
各
作
品
ご
と
の
「
き

こ
ゆ
・
き
こ
え
さ
す
・
き
こ
え
さ
せ
給
ふ
・
た
て
ま
つ
る
・
ま
ゐ
ら

す
」
で
の
地
文
・
会
話
文
ご
と
の
割
合
を
。
ま
た
各
語
の
動
作
表
現

語
・
感
覚
語
へ
の
下
接
の
傾
向
K
つ
い
て
は
「
き
こ
ゆ
・
き
こ
え
さ

す
・
た
て
ま
つ
る
・
ま
ゐ
ら
す
」
四
語
の
動
作
表
現
語
・
感
覚
語
ご

と
の
合
計
の
比
を
一
応
の
目
安
と
し
て
、
こ
れ
ら
と
比
べ
る
ご
と
で

出
す
。

四
、
考
察
方
法

「
き
こ
ゆ
」
「
き
こ
え
さ
す
」
「
た
て
ま
つ
る
」
「
ま
ゐ
ら
す
」

の
四
語
を
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
毎

K
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
共
存
理

由
を
み
、
各
語
の
性
格
を
考
察
す
る
。

6ー

本
論

第
一
章
各
々
の
語
の
時
代
的
変
遷



は
じ
め
に
、
補
助
動
詞
「
き
こ
ゆ
」
「
き
こ
え
さ
す
」
「
た
て
ま

つ
る
」
「
ま
ゐ
ら
す
」
が
ど
の
よ
う

K
先
の
四
作
品
に
現
わ
れ
て
い

る
か
を
概
感
す
る
意
味
か
ら
用
例
数
を
表
示
す
る
。
（
表
一
）

こ
の
表
か
ら
、
「
落
窪
」
「
浜
松
」
「
大
鏡
」
で
は
「
き
こ
ゆ
」

系
が
「
ま
ゐ
ら
す
」
の
使
用
を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
「
た
て
ま
つ

表
一

る」は三作品とも六十パーセント以上と多くの使用例が認

められるが、「とはず」では、「まゐらす」が六十五パー

セントと、「たてまつる」以上K使用され、「きこゆ」系

の分野Kまで、勢力を伸ばしていることが伺われる。

この点から「大鏡」を境として「落窪」「浜松」と「と

大 鏡 浜松中納言物語 落 窪 物 語 作品

給き き き ま た 給き き き ま fこ給き き き
~こ 、予－ c. ゐ て ふ‘こ 」Fー c. ゐ て A，こ 、〉ー目 、Fー 圭日五日
え‘・え> ゆ ら ま え〉え> ゆ ら ま え〉え3・ ゆ
ささ す Jコ ささ す ずつ ささ
せ す る せ す る せ 寸

22~ 
圭ロ五口。。。。 4 14 102 。56 。。] 1 
数 地

」ー
ノ、。

72 67 47 73 33 21 セ
ン
文
ト

15 4 15 。87 2 16 37 2 112 。5 41 語
数 会

l- - 一一ノ、。
話

100 100 100 28 33 53 27 100 67 100 79 セ
ン 文
ト

15 168 
語

4 15 。316 6 30 139 2 。5 52 
数
メ口泊、

」ーーー 一一 ー
ノ、－ 

5 1 5 65 1 6 28 1 74 2 23 セ
ン
計
ト

地文合計 地文合計 会各
349(71%) 67(30%) 話語

文全

すべて会話文 会話文合計 会話文合計
の体
比の

142(29%) 160(70%) 
地
文

7 3 3 7 ． 

語各

動作表現語 動作表現語 動作表現語 ・語

297(96%) 419(86%) 181(80%) 感全
覚体
語の

感 党 語 感 覚 語 感 覚 圭日五日 の動

1 3 ( 4 5ぢ） 66(14%) 46(20%) 合各作表

計現

7 



とはずがたり 大 鏡 作品

ま fこ給き き き ま fこ
ゐ て ふ首こ 、子- c. ゐ て
ら ま ズ、ーー文〉．一 ゆ ら ま 語
す てコ さ さ す てコ
る せ す る

語
98 51 。。1 。。

数 地

ノ＼c 

84 74 100 セ

ン 文
ト

語
18 18 。。。7 284 

数 ぷコ云入
」一

ノ、。

話

16 26 100 100 セ

ン文
ト

116 69 。。1 7 284 圭ロ五口
数 i口'>.. 

ιー ーー

ノ、。

62 37 1 2 87 セ
ン計
ト

地文合計

要各150(81%) 
・圭ロ五口

会話文合計 すべて

36(19%) 
会話文

の

4 1 
比の

動作 語各

動作表現語 表現語 語

157(84%) 2 9 7 霊全
( 96労）

語会
感 覚 語 感覚語

） の各動作
2 9 ( 1 6係） [13 ( 4労

合表
計現

は
ず
」
と
で
は
、
「
き
こ
ゆ
」
系
と
「
た
て
ま
つ
る
」
「
ま
ゐ
ら
す
」

の
使
用
数

K
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
次
章
で

作
品
別
に
考
察
を
加
え
た
。
尚
、
「
き
こ
ゆ
」
「
き
こ
え
さ
す
」
の

敬
意
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
紙
面
関
係
上
省
略
し
た
。

第
二
章
各
作
品
の
謙
譲
の
補
助
動
詞

I

落
窪
物
語

一
、
使
用
法

表
一
よ
り
、
「
き
こ
え
さ
す
」
「
ま
ゐ
ら
す
」
は
用
例
は
少
な
い

が
す
べ
て
会
話
文
に
み
ら
れ
、
「
き
こ
ゆ
」
は
、
や
や
多
く
会
話
文

に
、
ま
た
「
た
て
ま
つ
る
」
は
、
反
対
に
い
く
ら
か
地
文
に
多
く
使

わ
れ
て
い
る
。

二
、
待
遇
関
係

「
き
こ
え
さ
す
」
と
「
ま
ゐ
ら
す
」
は
、
次
の
①
②
と
③
の
比
較

で
み
て
み
る
。

①
「
こ
と
子
ど
も
よ
り
：
：
：
述
べ
聞
え
さ
す
べ
き
言
も
侍
ら
ず
。

・
：
：
」
（

P
三
O
一・

L
四
）

②
四
の
君
の
御
返
り
、
「
：
：
：
た
づ
ね
叫
引
引
剖
す
べ
き
か
た
な
く

な
む
：
：
：
」
（

P
三
一

0
・
L
十
一
）

③
お
と
ど
の
御
返
り
、
「
：
：
：
返
し
割
引
剖
け
む
と
思
ひ
た
ま
ふ

れ
ど
：
：
：
」
（

P
三
一

0
・
L
八
）

①
と
③
は
、
同
じ
頃
の
場
合
で
、
話
手
の
忠
頼
と
受
手
の
道
頼
の
聞

も
さ
ほ
ど
の
違
い
は
な
い
と
思
う
が
、
①
は
会
話
文
で
、
＠
は
消
息

文
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
②
と
③
で
は
、
話
手
が
、
②
は
忠
頼

の
四
の
君
、
＠
は
忠
頼
、
受
手
は
、
②
が
女
君
、
③
が
道
頼
に
そ

れ
ぞ
れ
親
子
、
夫
婦
と
同
階
層
で
あ
り
、
両
者
と
も
消
息
文
で
は
あ

る
が
、
②
は
女
性
間
－
③
は
男
性
間
で
交
わ
さ
れ
た
こ
と
で
使
い
分

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
「
ま
ゐ
ら
す
」
が
「
き
こ
え
さ
す
」

-8ー



表

必要待遇一覧表

とはず
大 3克 落窪物語 作品ヵミfこり

まゐ
ゆき ， たるまつて

手さ

たて まゐ
きこえさす 圭ロ五口

らす
まゐらす るまつ らす。⑬ ＠ ＠ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 

地 地 会 会話
会
会話 Aコ話ミλ ム3話"' I自 I背 lコ＝入ζ 

話 話 ，息 ，息 話
文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文

移 かお お 出 見 返 返 た 述
上接請し しど ろ 見 し 見 知 し し ず x 、

ろし り ね
作 作 世継

世 世 世 世
頼忠
忠 の忠 忠

話
者 者 継 継 継 継 頼 君頼 県頁

の 手
四

読 読 人 人 人 人 人 人 道 女 道 聞
者 者 々 々 々 々 々 頼 君 頼

手

後 後 道 ぬ目 道 人 人 忠 ，申tよa、の忠 ，申tふ、
為

深草院 深昨草
兼 者に 兼 頼 頼 君頼 頼
見 の 手え〉 四

！段後 亀 花 花
花院山
義 道 道 女 道 受

時山 山 院山 障保 懐 頼 頼 君 車買
境睡 院 手

よ
り
、
改
ま
っ
た
場
合

K
使
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。

「
ま
ゐ
ら
す
」
と
「
き
こ
ゆ
」
は
「
ま
ゐ
ら
す
」
の
ほ
う
が
敬
意

が
高
い
こ
と
は
、
先
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

「
た
て
ま
つ
る
」
と
「
ま
ゐ
ら
す
」
の
関
係
は
④
と
③
を
比
べ
る

こ
と
で
考
察
し
た
。

④
贈
物
見
た
ま
ひ
て
、

三
O
八
・

L
十
一
）

「
：
：
・
返
し
た
て
ま
つ
ら
む
」
と

p 

④
と
③
の
待
遇
関
係
は
、
聞
手
以
外
、
両
者
各
々
同
一
人
物
で
あ
る

が
‘
聞
手
が
、
④
は
入
、
③
は
受
手
と
同
じ
く
道
頼
で
あ
る
こ
と
の

違
い
で
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
話
し
相
手
K
対
す
る
敬

意
か
第
三
者
に
対
す
る
敬
意
の
違
い
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
「
ま
ゐ
ら
す
」
が
「
た
て
ま
つ
る
」
よ
り
謙
譲
意
識
が
強

か
っ
た
と
思
う
。

次
に
「
き
こ
ゆ
」
と
「
た
て
ま
つ
る
」
に
つ
い
て
は
、
条
件
を
同

一
と
す
る
た
め

K
、
話
手
別

K
受
手
を
、
そ
の
階
層
で
分
類
し
た
表

1
1
1
K
よ
り
、
「
た
て
ま
つ
る
」
の
万
が
広
く
使
わ
れ
て
い
る
以

外
は
大
き
な
違
い
は
な
い
。
こ
れ
は
、
「
き
こ
ゆ
」
が
、
待
遇
関
係

1 

話手 作者 道頼
忠頼の

阿漕
北の方

き た き fこ き fこ き fこ
」，，- て 〉ー て c て 」〉回ー て、ー

語 ゆ ま ゆ ま ゆ ま ゆ ま
イコ 「コ ぞコ イコ
る る る る

帝 1 

后 1 1 

一位 1 1 

二位 7 

三位 5 32 5 17 2 10 3 12 

五位 5 14 6 6 1 5 

六位 3 
以下

女房 1 2 

-9-
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で
身
分
差

K
よ
り
、
「
き
こ
え
さ
す
」
と
そ
の
勢
力
を
二
分
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
「
た
て
ま
つ
る
」
は
、
こ
れ
一
語
で
表
現
さ
れ
て

い
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。

三
、
上
接
語

四
語
ご
と

K
、
動
作
表
現
語
、
感
覚
語
を
上
接
語
と
す
る
割
合
を

表
I
1
2
K
挙
げ
、
こ
れ
を
参
考

K
、
そ
の
傾
向
K
つ
い
て
は
、
ま

と
め
の
部
分

K
表
示
し
た
。

ま
と
め

四
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
の
交
渉
を
み
せ
な
が
ら
、
差
異
点

も
持
ち
合
わ
せ
て
使
わ
れ
て
い
る
。
「
落
窪
」
に
お
け
る
敬
意
の
及

- 2 

全 き き fこ ま
体 、、p- 、”一 て ゐ
ゆ え〉与 ま ら
さ ぞコ す
す る

動
三ロ五口

181 2 18 4 157 
作 数

表 ノ、。

現

語
セ 80 35 80 94 100 
ン
ト

感
語
46 34 1 11 。
数

覚 ，，、。、

語
セ 20 65 20 6 
ン
ト

表 i

ぶ範囲と特質をまとめておく

ま fこ き き

ゐ て c. 

ら
ま え3齢 c. 主ロ五口
てコ さ

す る す ゆ

敬
：蛍
の
及
ぶ
範
囲

会 地 メコ3入' 4λ ' 
言香 文 話 3苦 会
文 ~ 文 文 話
の 多 の V亡 文
み L、 み 多 ． 

L、 地
文
の
傾
向

動 動 片 感
作 作 寄 党

表 表 り 語
現 現 は： ~ 上
王日五日 語 な 多

の ~亡 L、 く
2歩 多 付

~ く 〈 接
付 付
く く

主ロ五口

H

浜
松
物
語

「
落
窪
」
「
浜
松
」
は
、

ほ
ぼ
同
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
、

」
－
r
」

ハUl
 

では、「浜松」にみられる三語の特性をまとめるだけにと

どめておく。

fこ き き
て c. 
ま え〉 に〉ーー 圭日五口

ーコ さ
る す ゆ

敬意

の
及
ぶ
範
囲

地 会 地
文 言者 文

会話t亡 文 ~ 
多 Uて 多 文
L、 多 L、
． 

し、 地
文
の
傾
向

動 感 感
作 覚 覚
表 語 主日五口

現 tて 十亡 上
語 多 多
tて く く
多 付 付
く く く 接
付
く

語



大
鏡

こ
の
作
品
は
、
ほ
と
ん
ど
が
世
継
の
語
り
形
式

K
な
っ
て
い
る
た

め
、
表
一
の
よ
う

K
四
語
す
べ
て
が
会
話
文

K
だ
け
現
わ
れ
て
い
る
。

二
、
待
遇
関
係

「
き
こ
え
さ
す
」
と
「
ま
ゐ
ら
す
」

K
つ
い
て
、
実
際
K
用
例

⑤
と
⑥
の
比
較
で
み
て
み
る
。

⑤
見
知
り
き
こ
え
き
す
る
人
も
あ
り
け
れ
ば
こ
そ
は
（

P
一
八

五
・

L
十
）

＠
い
と
あ
は
れ

K
か
な
し
く
、
人
々
見
引
制
叫
せ
け
る
と
ぞ
う
け

た
ま
は
り
し
。
（

P
八
六
・

L
十
三
）

は
、
⑤
が
義
懐
（
三
位
）
、
＠
が
三
篠
院
と
、
受
手
の
違
い
か
ら
使

い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
話
手
が
世
継
の
時
の
受
手
を
、
そ
の
身

分
で
分
け
た
表
E
ー
ー
か
ら
も
、
「
ま
ゐ
ら
す
」
が
敬
意
が
高
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

Ill 

開
討
す

后 1 

帝

1-2 

fこ ま
て ゐ
ま ら
Jコ す
る

神体 17 

帝 49 4 

東宮 2 

后 24 1 

皇族 22 

一位 44 1 

二位 36 1 

三位 9 

四位 3 

五位 13 
六位 3 
以下
その他 5 

ま
た
「
た
て
ま
つ
る
」
と
「
ま
ゐ
ら
す
」

K
つ
い
て
は
、
受
手
を

分
類
し
た
表
E
1
2
（
話
手
世
継
）
や
具
体
的

K
＠
と
⑦
③
の
比
較

で
考
え
て
み
る
。

⑦
き
て
土
御
門
よ
り
、
東
ざ
ま

K
ゐ
て
出
だ
し
引
制
削
剖
た
ま
ふ

K

（
P
八
二
・

L
十
五
）

＠

目

K
は
見
え
ぬ
も
の
の
戸
を
お
し
あ
け
て
御
後
を
や
見
判

ゐ
ら
せ
け
む
（

P
八
三
・

L
五
）

⑨
あ
る
べ
き
事

K
て
あ
る

K

栗
田
賦
花
山
院
す
か
し
お
ろ
し

奉

り

（

P
二
四
九
・

L
十
）

⑦
⑨
は
、
共
に
道
兼
が
花
山
院
を
退
位
さ
せ
る
所
だ
が
、
⑦
は
花
山

院
伝
－
＠
は
道
兼
伝
の
違
い

K
よ
り
④
＠
K
つ
い
て
は
、
為
手
受

手
の
関
係
が
、
⑨
よ
り
⑥
の
身
分
差
が
大
き
い
こ
と
で
使
い
分
け
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
「
た
て
ま
つ
る
」
は
広
範
囲
に
使
わ
れ
て

い
る
が
、
「
ま
ゐ
ら
す
」
で
は
、
話
手
が
受
手
K
対
し
て
好
意
的
な

場
合
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
謙
譲
意
識
も
「
た
て
ま
つ
る
」

よ
り
強
い
。
こ
の
よ
う

K
「
ま
ゐ
ら
す
」
が
、
「
落
窪
」
で
は
よ
そ

-11-

語子 世継 待

き た き た
、，Fーー て 、Pー て
ゆ ま ゆ ま
’コ ーっ
る る

神仏 17 

帝 49 8 

東宮 2 

后 24 6 

皇族 1 22 1 

一位 44 2 3 

」位 2 36 

t三位 4 9 1 1 

四位 3 

｜干fイ守 1 13 

以ハ 位下 3 

その他 1 5 1 

表 II-3 



よ
そ
し
い
時
に
使
わ
れ
て
い
た
の
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、

の
性
格
に
少
し
近
づ
い
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
「
き
こ
ゆ
」
と
「
た
て
ま
つ
る
」
の
待
遇
関
係
上
の
違
い
を

み
る

K
つ
い
て
、
同
一
の
話
手
ご
と
に
、
受
手
を
位
別

K
分
け
た
表

E

．13
を
参
照
す
る
と
、
「
き
こ
ゆ
」
よ
り
「
た
て
ま
つ
る
」
の
万

が
、
上
位
者
、
下
位
者
と
広
範
囲
の
人
々
を
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三
、
上
接
語

四
語
が
、
そ
れ
ぞ
れ
動
作
表
現
語
、

上
表
置

1
4
の
よ
う
に
な
る
。

「
き
こ
ゆ
」

感
覚
語

K
下
接
す
る
割
合
は
、

ま
と
め
「
大
鏡
」
で
の
四
語
の
特
性
を
ま
と
め
て
お
く
。

Jn - 4 

全 き き た ま
体 に〉ーー 」ーー て ゐ
ゆ え> ま ら
さ てコ す
す る

動 主ロ五口
297 12 4 274 7 

作 数

表 ノ、。
現

主ロ五口
セ 96 80 100 95 100 
ン
卜

感 語
13 3 。10 。
数

覚
ノ、． 

語
セ 4 20 5 
ン
ト

一12

ま fこ き き

ゐ て ( 句戸

ら
ま え3・ 、Fー 語
てコ さ

す る す ゆ

敬
意
の
及
ぶ
範
囲

』

会 会 会 会
話 話 話 言語

会話
文 文 文 文
の の の の 文
;;ly,、み み み ． 

地
文
の
傾
向

動 感 動 感
作 覚 作 覚
表 主ロ五口 表 語
現 Vて 現 V亡 上
圭ロ五口 多 語 多
の く の く
み 付 み 付
V亡 く ttL く 接
付 イ寸
く く

＝苦

w
と
は
ず
が
た
り

一
、
使
用
法

表
一
よ
り
、
「
き
こ
ゆ
」
は
地
文

K
一
例
だ
け
、
「
た
て
ま
つ
る
」

は
会
話
文

K
多
く
、
「
ま
ゐ
ら
す
」
は
、
い
く
ら
か
地
文

K
多
い
。

二
、
待
遇
関
係

「
き
こ
ゆ
」
と
「
ま
ゐ
ら
す
」
に
つ
い
て
は
、
「
き
こ
ゆ
」
の
用

例
が
一
例
と
少
な
い
た
め
、
「
ま
ゐ
ら
す
」
の
方
が
広
範
囲
の
人
々

K
使
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
表
二
の
⑬
と
⑪
を
比
較
し
て
み
る
と
、

⑮
明
方
ち
か
く
な
れ
ば
、
：
：
：
お
ど
ろ
か
し
剖
寸
刻
給
ふ
に
ぞ
、

（

P
三
三
六
・

L
四
）



⑪

角

の

御

所

K
は
御
影
御
わ
た
り
あ
り
し
を
、

参
ら
せ
ら
れ
て
（

P
ニ
四
四
・

L
十
三
）

⑮
⑪
と
も
、
為
手
・
受
手
は
帝
で
あ
る
。
し
か
し
⑬
は
兄
弟
の
仲
で

⑪
は
親
子
で
は
あ
る
が
受
手
が
後
嵯
峨
院
の
御
影
で
か
け
離
れ
た
存

在

K
対
し
て
と
い
う
よ
う

K
、
為
手
・
受
手
の
身
分
的
隔
り
の
違
い

で
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

K
「
き
こ
ゆ
」
の
方
が
、
親

密
度
の
深
い
場
合

K
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

正
親
町
殿
へ
移
し

表N-1 

' t..こ ま
て ゐ
ま ら
Jコ す
る

神仏 12 11 

朝廷 1 1 

帝 21 51 

后 2 5 

皇族 11 26 

一位 1 1 

二位 1 

三位 1 

その他 2 2 

「たてまつる」と「まゐらす」を比較するために、地文

Kおける受手を身分別に分けた上表wーーからは、両語w作
違いはみられない。

しかし、話手を性別K分けてみると、「たてまつる」は

男性十一、女性五十八、「まゐらす」は男性十一、女性百

五と、「まゐらす」の万が、全体の使用数が多いKもかか

わらず男性の使用数は同じであることから、「たてまつる」

は男性語的、「まゐらす」は女性語的といえると思う。こ

の点において違いがみられる。

次の「きこゆ」と「たてまつる」Kついて地文K使われ
ている両語の受手を、その身分により分類した表W12で

は、「きこゆ」が一例ということもあって、「たてまつる」

き fこ
、，ー- て
ゆ ま
てコ

る

神仏 12 

朝廷 1 

帝 1 21 

后 2 

皇族 11 

一位 1 

正位 1 

その他 2 

表N-2

全 き fこ ま
体 、v一 て ゐ
ゆ ま ら

ーコ す
る

動
圭阿五口

157 。62 95 
作 数

表 ノ、． 
現
主ロ五口 セ 84 88 82 
ン
ト

感
語
29 1 7 21 
数

覚 ノ、。

語 セ 16 100 12 18 
ン
B、

表 N-3 

-13ー

の
方
が
上
層
か
ら
下
層
の
人
々
ま
で
広
範
囲
の
人
々

K
対
し
て
使
わ

れ
て
い
る
。

三
、
上
接
語

「
と
は
ず
」
で
の
三
語
が
、
動
作
表
現
語
、
感
覚
語
を
上
接
語
と

す
る
傾
向
に
つ
い
て
表

K
し
た
の
が
表
W
1
3
で
あ
る
。
こ
の
表
よ

り
、
「
き
こ
ゆ
」
は
感
覚
語
の
み
、
「
た
て
ま
つ
る
」
は
動
作
表
現

語
、
「
ま
ゐ
ら
す
」
は
感
覚
語

K
多
く
つ
く
。

ま
と
め「ま
ゐ
ら
す
」

ま
と
め
て
お
く
。

の
伸
長
が
大
き
い
こ
の
作
品

K
つ
い
て
、

語
を



ま た き

ゐ て

ら
ま 、，ー晶 語
てコ

す る ゆ

I 敬
意、
の
及
ふ；

範
囲

地 4弐"- 地
文 言苦 文

会話
Vi亡 文 の
多 V亡 み 文
L、多 ． 
L、 地
文
の
和買
向

感 動 感
覚 作 覚
語 表 呈ロ五日

V亡 現 の 上
多 語 み

く V亡 ~ 

付 多 付
く く く 接
付
く

語

女 男
性 性
語 語
的 的

こ
れ
よ
り
、
「
ま
ゐ
ら
す
」
が
「
き
こ
ゆ
」
の
分
野

K
伸
長
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

結
び

四
語
別
K
、
作
品
毎
に
み
ら
れ
る
性
格
を
表
K
し
て
み
た
。

「きとゆ」

と 大 浜 落

Ii. 松 作

ず 中 窪

七、
納

ちE三司" 物
た 物

り 鏡 圭日五口 圭口五口

品

地 g,; 地 lコzh、
文 話 文 話 地
の 文 tて 文 文
み の 多 ~ ． 
ろえ L、多 会話

L、
文
の
傾
向

感 感 感 感
覚 覚 覚 覚
圭ロ五口 三ロ五口 圭日五口 室ロ五口

上の ~ V亡 V<亡
み 多 多 多
t亡 く く く
て〉 dつ てコ てコ 接
く く く く

語

aaτ 

「きこえさす」

大 浜 落

松
作

中 窪

納

＝ Eコ 物

物

鏡 圭日五口 語
口仁1口

メ＂＂＇λ' 
g,; 会

言百 話 話 地
文 文 文 文

の ~ の
． 

み 多 み 会話
L、
文
の
作貢
向

動 感 片
作 覚 寄
表 語 り

上現 十て vi. 

語 多 な
の く L、
弓ぇ ザコ 接
~ く
てコ

く
語



「たてまつる」

と 大 浜 落

t主 松
作

ず 中 窪

七、
車内

百仁五＂ー 物
た
物

り 鏡 主口五口 語
口口口

会 ム：：＜＇ミ． 地 地
話 話 文 文

文地
文 文 ttL V亡
tて の 多 多 ． 
多 ろえ L、 L、~ 

話L、
文
の
事責
向

動 感 動 動
作 覚 作 作
表 圭ロ五口 表 表

上現 ttL 現 現
語 多 語 宝ロ五ロ

ttL く ttL V亡
多 つ 多 多 接
く く く く
てコ イコ ぞコ
く く く

三ロ五口

「まゐらす」

と 大 落

t主 作

ず 窪

カミ
物

た

り 鏡 三ロ五口

口l=t口

地 会 会
文 話 言苦 地
~亡 文 文 文
多 の の ． 
L、み ろA 会

話
文
の

傾向

感 動 動
覚 作 作
語 表 表

上Vて 現 現
多 語 語
く の の

ーコ み み 接
く V亡 Vて
つ てコ
く く

圭日五口

こ
れ
ら
の
表
よ
り
「
き
こ
ゆ
」
は
、
そ
の
使
用
法
で
は
、

か
ら
地
文
へ
と
変
化
し
て
い
る
が
、
上
接
話
聞
に
つ
い
て
は
、

と
も
感
覚
語

K
付
き
や
す
い
傾
向
が
み
え
変
化
は
な
い
。

「
き
こ
ゆ
」
系
の
「
き
こ
え
き
す
」
は
、
「
と
は
ず
」
で
そ
の
使

用
例
が
み
ら
れ
な
い
よ
う
に
衰
退
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
性
格
は
、

使
用
法
で
は
、
三
作
品
と
も
会
話
文

K
使
わ
れ
て
い
て
変
わ
り
は
な

い
が
上
接
語
で
「
大
鏡
」
で
は
動
作
表
現
語
だ
け

K
付
い
て
い
る
よ

う
に
、
作
品
毎

K
変
化
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
敬
意
は
、
す
べ
て
の
作

品
で
「
き
こ
ゆ
」
よ
り
強
い
謙
譲
の
意
識
を
伴
っ
て
い
る
。
こ
の
敬

会
話
文

四
作
品

F
h
I
U
 

意
の
点

K
衰
退
し
つ
つ
あ
る
「
き
こ
ゆ
」
系
で
も
「
き
こ
え
き
す
」

の
方
が
、
謙
譲
の
意
識
の
強
い
語
と
し
て
使
わ
れ
始
め
て
い
た
「
ま

ゐ
ら
す
」

K
、
そ
の
地
位
を
早
く
奪
わ
れ
た
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
U

「
た
て
ま
つ
る
」
で
は
、
使
用
法
が
徐
々

K
会
話
文

K
多
く
使
わ

れ
る
よ
う

K
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
「
大
鏡
」
で
二
百
八
十
四
も
会

話
文
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
作
品
か
ら
「
た
て
ま
つ
る
」

が
会
話
文
の
ほ
う

K
多
く
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
注
目
さ
れ

る
。
上
接
語

K
関
し
て
は
、
「
大
鏡
」
で
感
覚
語
K
多
く
み
ら
れ
る

が
、
こ
れ
は
一
パ
ー
セ
ン
ト
感
覚
語
の
割
合
が
多
い
た
め
で
、
他
の



三
作
品
と
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
く
動
作
表
現
語
に
下
接
し
や
す
い
。

「
ま
ゐ
ら
す
」
で
は
、
使
用
法

K
つ
い
て
「
き
こ
ゆ
」
が
会
話
文

か
ら
地
文

K
、
「
た
て
ま
つ
る
」
が
そ
の
逆
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ

と
と
、
「
ま
ゐ
ら
す
」
が
「
き
こ
ゆ
」
系
の
分
野
で
勢
力
を
伸
ば
し

て
き
た
た
め
地
文

K
使
わ
れ
や
す
く
な
り
、
上
接
語
は
「
き
こ
ゆ
」

の
衰
退
に
よ
り
感
覚
語
陀
多
く
承
接
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

な
お
上
接
語
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
数
の
上
か
ら
は
、
感
覚
語
K

は
、
「
き
こ
ゆ
」
系
が
、
動
作
表
現
語
に
は
、
「
た
て
ま
つ
る
」
が

下
接
し
や
す
く
、
「
ま
ゐ
ら
す
」
は
動
作
表
現
語
、
感
覚
語
と
も
K

上
接
語

K
し
や
す
い
。

「
き
こ
ゆ
」
「
た
て
ま
つ
る
」
の
特
質
は
、
互
い

K
反
対
の
地
位

を
形
作
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
両
語
の
特
性
を
合
わ
せ
持
っ
て
い

た
「
ま
ゐ
ら
す
」
も
「
き
こ
ゆ
」
の
衰
退
に
伴
っ
て
伸
び
て
く
る
こ

と
か
ら
、
後
K
は
「
た
て
ま
つ
る
」
と
は
違
っ
た
性
格
を
持
っ
た
語

安
部
公
一
房
と
フ
ラ
ン
ツ

と
し
て
、
そ
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
。

四
語
の
調
査
・
考
察
を
試
み
た
が
、
諸
説
の
よ
う

K
、
「
落
窪
」

か
ら
「
と
は
ず
」
ま
で
の
四
作
品

K
お
い
て
も
、
お
よ
そ
三
百
年
の

潤

K
、
そ
れ
ぞ
れ
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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